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1. 平成30年3月期第3四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第3四半期 30,296 3.3 8,913 10.1 8,440 18.9 5,790 20.2

29年3月期第3四半期 29,314 5.5 8,098 19.6 7,099 18.7 4,816 24.3

（注）包括利益 30年3月期第3四半期　　8,724百万円 （64.6％） 29年3月期第3四半期　　5,301百万円 （34.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第3四半期 49.65 ―

29年3月期第3四半期 41.30 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第3四半期 355,283 157,793 43.9

29年3月期 351,645 150,993 42.5

（参考）自己資本 30年3月期第3四半期 156,105百万円 29年3月期 149,386百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 8.00 ― 8.00 16.00

30年3月期 ― 8.50 ―

30年3月期（予想） 8.50 17.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 40,000 1.4 11,000 2.9 10,000 3.2 6,500 5.5 55.73

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期3Q 116,851,049 株 29年3月期 116,851,049 株

② 期末自己株式数 30年3月期3Q 224,074 株 29年3月期 223,281 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期3Q 116,627,391 株 29年3月期3Q 116,628,116 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料2
ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、海外経済の回復や政府による各種政策の効果の下、生産は緩や

かに増加し、企業収益や雇用情勢は改善が続くなど、緩やかな回復基調で推移いたしました。 

オフィスビル業界におきましては、企業業績の改善を背景に東京・大阪主要ビジネス地区の空室率は低水準

を維持し、賃料水準も全体として上昇傾向で推移するなど、比較的堅調な状況が続きました。 

こうした状況下、当社グループは競合ビルとの差別化を目指し、ビル管理品質向上活動を推進するなど

「ダイビルならでは」の積極的な営業活動に努めました結果、高水準の入居率を確保することができました。 

 

セグメントの業績は次のとおりであります。 

①土地建物賃貸事業 

「新ダイビル」の収益寄与等により、売上高は２３，３２４百万円と７４１百万円（前年同期比３．３％）

の増収となりました。費用面では、修繕費が増加した一方、減価償却費等が減少し、営業利益は９，５２２百

万円と８５１百万円（前年同期比９．８％）の増益となりました。 

②ビル管理事業 

前連結会計年度に子会社化した西日本綜合設備株式会社の収益寄与等により、売上高は６，６８３百万円と

２８７百万円（前年同期比４．５％）の増収となり、営業利益は４６６百万円と７４百万円（前年同期比

１９．０％）の増益となりました。 

③その他 

工事請負高の減少等により、売上高は２８８百万円と４６百万円（前年同期比１３．８％）の減収となり、

営業利益は１４２百万円と１百万円（前年同期比１．１％）の減益となりました。 

 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は３０，２９６百万円と９８１百万

円（前年同期比３．３％）の増収、営業利益は８，９１３百万円と８１４百万円（前年同期比１０．１％）の

増益となりました。 

営業外損益では、金融収支が改善したことに加え、為替差損が減少したこと等により、経常利益は

８，４４０百万円と１，３４１百万円（前年同期比１８．９％）の増益となりました。 

特別損益につきましては、当第３四半期連結累計期間は特別損失として固定資産除却損１７百万円を計上い

たしました。一方、前年同期は特別利益として投資有価証券売却益２４百万円、特別損失として固定資産除却

損５百万円を計上いたしました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の親会社株主に帰属する四半期純利益は５，７９０百万円と９７４百

万円（前年同期比２０．２％）の増益となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて３，６３８百万円増加し、

３５５，２８３百万円となりました。主な要因は、現金及び預金の減少（１，６５７百万円）、減価償却等に

よる建物及び構築物の減少（３，４１７百万円）および株価の上昇等による投資有価証券の増加（９，５２６

百万円）であります。 

当第３四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べて３，１６１百万円減少し、

１９７，４９０百万円となりました。主な要因は、有利子負債の減少（２，７９２百万円）であります。 

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べて６，７９９百万円増加し、

１５７，７９３百万円となりました。主な要因は、利益剰余金の増加（３，８６６百万円）およびその他有価

証券評価差額金の増加（３，３０８百万円）であります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成２９年４月２８日公表の数値を修正しておりません。 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

  該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

  該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成 28 年４月１日 至 平成 28 年 12 月 31 日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

（単位：百万円） 
 報告セグメント 

その他 

（注１）
合計 

調整額 

（注２） 

四半期連結損益

計算書計上額 

（注３）  

土地建物 

賃貸事業 

ビル 

管理事業
計 

売 上 高 

外部顧客への売上高 22,583 6,396 28,979 334 29,314 － 29,314

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 78 1,670 1,749 － 1,749 △1,749 －

計 22,661 8,067 30,728 334 31,063 △1,749 29,314

セグメント利益 8,670 392 9,062 143 9,205 △1,107 8,098

 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、工事請負、工事管理、不動産仲
介等を含んでおります。 

２．セグメント利益の調整額△1,107 百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,113 百万円等
であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の本社人事総務部門等管理部門に係る費用
であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成 29 年４月１日 至 平成 29 年 12 月 31 日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

（単位：百万円） 
 報告セグメント 

その他 

（注１）
合計 

調整額 

（注２） 

四半期連結損益

計算書計上額 

（注３）  

土地建物 

賃貸事業 

ビル 

管理事業
計 

売 上 高 

外部顧客への売上高 23,324 6,683 30,007 288 30,296 － 30,296

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 81 1,683 1,764 － 1,764 △1,764 －

計 23,405 8,366 31,772 288 32,060 △1,764 30,296

セグメント利益 9,522 466 9,988 142 10,130 △1,217 8,913

 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、工事請負、工事管理、不動産仲
介等を含んでおります。 

２．セグメント利益の調整額△1,217 百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,226 百万円等
であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の本社人事総務部門等管理部門に係る費用
であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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